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一 第57次～第64次調査報告書 =

2003

甲府 市 教 育 委 員 会



甲府のまちは、永正16年 (1519)に武田信虎が川円の館 を引き払い、邸燭 ヶ崎の地に新

たな居館 を造営 したことに始 まります。爾来、山梨県の中心都市としてめざましい発展を

遂げて参 りましたが、480年 を越える長い歴史の中で培われた文化や伝統は実に多彩で、こ

れらを活力あるまちづ くりに活用 してい くための積極的な施策の展開が今 日的な課題 とな

ってお ります。

こうした中、本市がとりわけ力を注いでいるのが国史跡武田氏館跡の保存・整備事業で

ございます。住宅建設などに伴いまして県・市教育委員会で進めて参 りました発掘調査は

既 に65次 に及び、56次調査 までの成果 は『史跡武田氏館跡Ⅶ』 (平成 12年度)。『同 Ⅷ』

(平成13年度)等 として編集・刊行させていただきました。また、平成 7年度に着手 しま

した学術発掘調査では、戦国大名武田氏の築城技術や生活文化を解明する上で極めて重要

なデータの数々を提示することができ、喜ばしい限 りでございます。

史跡の発掘調査には相当な労力 と時間を要 しますが、地道な作業の積み重ねにより甲府

発展の礎 ともいえる武田氏館の全容が明らかとなり、歴史・文化を活か したまちづ くりの

中核施設 として活用が図られてい くものと考えます。

本書には57～ 64次調査の成果 を報告 してお ります。調査の実施にあた り御指導 と御鞭撻

をいただきました文化庁・ 山梨県教育委員会、及び地元関係者の皆様に心 より御礼申し上

げます とともに、引き続 きの御力添えを御願い申し上げます。

平成 15年 3月 12日

甲府市教育委員会

教育長 角 田 智 重
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1.本書 は、 山梨県 甲府市古府 中町・ 屋形三丁 目 。大手三丁 目地 内に所在 す る国史跡武田

氏館跡 の現状変更 に伴 う発掘調査 の報告書で、第 57次調査 (平成 10年度)か ら第 64次

調査 (平成 13年度 )ま で を収録 してい る。 なお、第 59次 (平成 10年度 )調査 につ いて

は、『史跡武 田氏館跡Ⅵ』 に報告済 みで ある。

2.本書 に収録 した調査 は、文化庁・ 県教 育委員会 の指導 の もと、 甲府市教 育委員会 が主

体 となって実施 した。調査経費 は国・ 県の補助金 の交付 を受 けた。

3.調査 は、志村 憲一 。平塚洋一 。伊藤正彦・佐 々木満 の各文化財主事及び、望 月小枝 (駒

沢大学卒 )。 内藤かお り (信州大学卒)の発掘調査員が担 当 した。

4.各調査 に付 した番号 は、 山梨県遺跡調査 団・ 山梨県教 育委員会・ 甲府市教 育委員会 が

実施 した武 田氏館跡関係調査 の通算次数 を示す。

5。 本書の編集・ 執筆 は、 中込 功 (文化芸術課長)を 編集責任者 とし、鈴木 由香 (法政

大学卒)が行 った。

6.本 書の挿 図 は、鈴木 由香 及び、栗 田かず子・ 内藤真千子・ 中村里恵・林 久美子 。望 月

小枝が作成 した。

7.本 書 に係 わ る出土遺物及び記録 図面・写真等 は甲府市教 育委員会 で保管 してい る。

8。 発掘調査 にあた り、土地所有者の御協 力 を賜 った。 また、報告書の作成 にあた り、次

の方か ら御指導 をいただ いた。

瀬戸市埋蔵文化財セ ンター・ 藤澤良祐

平泉町文化財セ ンター・ 鹿野里絵                   (敬 称略 )

9.調査参 加者

雨宮英郎  池谷富士子 岡 悦子 小沢菊太郎 岸本美苗 倉 田勝子

栗 田宏一 小池孝男  小宮通子 坂本 しのぶ 佐 田金 子 佐 田 昇

清水公子 知見寺照子 長澤 晴雄  根岸利 昭  花 曲敬子 平沢則子

保坂邦雄  本道歌子  本道政清 望 月貴美子 渡辺百合子       (敬 称略 )



例

本書 に掲載 した遺構 図・ 遺物実測図 は以下の とお りであ る。

1.遺構・遺物番号 は、各調査地 区単位 で通 し番号 とした。

2.遺構名 は、各遺構 の性格や形状 に応 じて名称 を付 したが、名称 。番号 は、将来、面的

な調査等 に よ り全体 の把握 が な された場合、変更が生 じる可能性 が あ る。 よって、本

書 で付 した遺構 名・ 番号 は暫定的な もの とす る。

3.全体 図・ 遺構・遺物実測図の縮尺 は、図面上 に表示 したスケールの とお りであ る。

4.挿 図中の EoWoS・ Nは、東 。西 。南 。北 を表 す。

5。 調査 区位 置図 には、 甲府市都 市計画図 (1/2500)を 使用 した。

6。 遺物観察表 中の色調 は「標準土色帖」 (農林水産省農林水産技術会議事務 局監修 1997

後期 )に基づ いて記載 した。

7。 実測図内のスク リー ン トー ン指示 は以下の とお りで あるが、一部個 々の図面上 に表示

した ものが あ る。

溶 融 物

攪 乱 焼  土

石



目   次

序

例    言

九    例

目   次

調査区一覧表

調査区位置図

第 1章 武田氏館跡周辺調査

1 第57次調査 (古府中町3555)…………………………………………………………Ⅲl

2 第58次調査 (屋形三丁目2520-15)… ………………………………………………15

3 第60次調査 (古
―
府中町3532・ 3536)…………………………………………………16

4 第61次調査 (大手三丁目3708-3)……………………Ⅲ……………………………21

5 第62次1調査 (古府中町3575-1)‐…………………………………………………26

6 第63次調査 (古府中町2777-2・ 2779-102780)“………………………………28

7 第64次調査 (大1手三丁目3748-2・ 3748i7)…………Ⅲ……………………………31

第 2章 小   括



調査区一覧表

調査次数 所 在 地 調 査 原 因 調査面積 調 査 期 間 遺  構 遺 物 備 考

第57次 古府中町3555 数野宝宅全面改築工事 76m2
平成10年 9/28

～11/9

さント・石列・溝・
土坑・井戸・
掘立柱建物跡

かわらけ・矯鉢・香炉・

陶器・染付・自磁・石臼・

銭貨

第58次 屋形三丁目2520-15 越水稔宅増築工事 lom2
平成10年■/2

-10 な し な し

第59次 古府中町26■ 武田神社石垣改修工事 60ma
平成10年 11/30

～1/19
土塁

かわら1)・ 瀬戸美濃・
フイゴの羽口・石自

『館跡Ⅵ』で

報告済み

第60次 古府中町3532・ 3536 谷)II義孝宅駐車場造成工事 127mB
平成10年 2/18

～24
土坑・ピット

かわ らけ・籍鉢・須惑
器・鉄製品

第61次 大手三丁目3708-3 数野信宅建築工事 122ma
平成11年 1/19

-2/5 ピット・溝・上坑
かわらけ。青磁・白磁・
銭貨

第62次 古府中町3575-1 川脇和人宅新築工事 22mB
平成■缶5/31

～6/3
ピット な し

第63次 古府中町2777-2他 スポット公園整備工事 350mB
平成12年 2/23

～29
な し かわらけ・鉢・土製品

第64次 大手三丁目3748-2・ 7 宅地分譲 60m2
平成13年 10/19

～11/2
ピット・溝・井戸 かわらけ。鉄製品
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武田氏館跡第57次調査

所  在  地  古 府 中町 3555

調 査 原 因 数 野 宝 宅全 面 改築工 事

調 査 面 積 76m2

調 査 期 間  平 成 10年 9月 28日 ～11月 9日

調査 担 当者  望 月小枝

調査の概要

東側 に流 れ る藤

'II、

西側 に流 れ る相川 によって形成 され る相川扇状地 の扇央部 に位置 し、

標高363mを 浪Jる 。武 田氏時代 か らの古籠屋小路 に西接 してお り、周辺街路 も古絵図 に記載

が見 られ るな ど当時の様相 を残 してい る地域で ある。現在 は田畑 が点在 す る住宅地で、市

内を一望 で きる緩傾斜地 である。

調査 は 8× 13.5mの調査 区の四隅 に 2× 2mの トレンチ を設定 し、人力 による掘 り下 げ

を行 った。遺構 の検 出によって各 トレンチ を掘 り進 め、調査 区全面 を調査 した。

遺   構

溝 2条、土坑 3基、 ピッ ト52基、柱 穴 14基、井戸 l基が確 認 された。

溝   1号 溝 は最大幅 70cm、 深 さ 9 cmを 測 り、 N-142° 一Eに軸 を もつ。かわ らけの破

片が数点 出上 し、 中世 に機 能 していた もの と思 われ る。 2号溝 は最大幅 80cm、 深

さ23cmを 測 る。調査 区西端で屈曲 し、一部 に石列 を伴 い調査 区外 に続 く。完形 の

かわ らけの他、大窯 1ま たは 2段階 に位 置づ けられ る皿や碗等 が出土 し、 16世紀

代 に位 置づ け られ る。

土 坑

1号土坑 は不正楕 円形 を

呈 し、長径 55cln、 深 さ45

clnを 測 る。直径 10cln程 の

礫 を伴 い、 内部 にはかわ

らけが割 られた状態で置

かれていた (図 5-1)。
2号土坑 は不正楕 円形 を

呈 し、 長径 90cln、 深 さ20

clnを 測 る。かわ らけが 1

点 出上 してい る (図 5-
11)。 3号土坑 は隅丸方形

を呈す ると思 われ、長径

80cm、 深 さ10cmを 測 る。

出土遺物 はない。

第16次調査地点

図 1 第57次調査区位置図



物遺

ピッ ト 直径 10～ 60cm、 深 さ10～ 70釦 を測 る。調査 区中央部のやや南側 寄 りの ピッ ト群 は

掘立柱建物跡で、調査 区最 西端で も同様 な構 成 を とる柱穴列 が確認 された。掘立

柱建物跡 は ピッ ト間隔 に l m 80cIIIの 規則性 が見 られ、 N-146° 一Wに軸 を もつ。

1号溝 と重複す るピッ ト17は 、溝底 を掘 り込んでい る。 1号柱穴列 は ピッ ト間隔

に l m 20clnの 規貝U性が見 られ、 N-125° 一 Eに軸 を もつ。 ピッ ト52が 2号溝 と接

し、壁面層 の堆積状況か ら両者 は同時期 に存在 していた もの と推測 され る。周辺

には、直径 5～ 20cln程 度の礫 が敷 き詰め られていた。 これ らの ピッ トはかわ らけ

を主 とした遺物 を伴 ってお り、 16世紀代 に位置づ け られ る。

柱  穴  直径 10～ 30cmの礫 を伴 い、l m20～ 30cm間 隔の規則性 を もつ柱穴列 が確 認 された。

調査 区北側壁面層の堆積状況か らは、上層部か ら掘 り込 まれてい る様 子が観察で

き、他 の ピッ トよ りも新 しい もので あるこ とが判断で きる。東西方向はN-147°

一Wに、南北方向はN-122° 一 Eに軸 を もち、 1号柱穴列や掘立柱建物跡 とほぼ

同軸 を示す。 内部か らは、かわ らけの破 片が数点 と近代 のガ ラス瓶 な どが出土 し

てい る。

井 戸 調査 区最東端 で確認 され、調査 区外へ続 く。 出土遺物 はない。

かた9ら け (1～ 67)、  三上群争 (68・ 76)、  橋鉢 (70。 73・ 75。 77・ 78・ 79)、  香炉 (69。 71・

72)、 片 日土器 (74)、 国産陶器 (80～ 92)、 染付 (93～ 97)、 石 製品 (98・ 99)が出上 した。

かわ らけはいずれ もロクロ成形 で、 底部 に回転糸切痕 を刀静す。 3 ・ 11・ 12・ 21・ 22・ 54

は炭化物が付着 し、二次的使用の痕跡 を残 す。 29は底部穿孔 かわ らけで あ る。国産陶器の

87～ 92は 見込み に菊 印 を もつ端反皿 または丸皿 で、大窯 1～ 2段階 に比定 され る。

ま  と  め

調査 の結果、規則性 を もつ柱穴列 。掘立柱建物跡が確 認 され、 中世 における建物跡の様

本目を知 る手がか りとな る成果 を得 るこ とがで きた。 2号溝・ 1号柱穴列・掘立柱建物跡 イま、

接触す るピッ ト52と 同層 で掘 り込 まれてい る様 子が層 の堆積状況 か ら窺 え、 出土遺物 も同

時期 に比定 され る。 1号柱穴列 は建物が調査 区西側へ広 が る もの と推測 され、 これ と掘立

柱建物跡 の間 に走 る 2号溝が境界線的な機 能 を もって存在 した もの と考 え られ る。礫 を伴

う注穴列 は他 の ピッ ト群 よ りも上層か ら掘 り込 まれてお り、比較 的新 しい ものであるが 1

号柱穴列や掘立柱建物跡 とほぼ同軸 を示 し、前時期 の建物軸 に合 わせ た設計 を行 ってい る。

この他 に もピッ トが点在 してお り、数回 に渡 る建物の建 て替 えが行 われていた様子が窺 え

る。

-2-
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3

3630旦

1表  土

2黄 褐 色 土 層 小礫・砂礫を含み、しまり

がある。

3貢褐色粘質土層 砂礫を宮み、よくしまる。

4暗 褐 色 土 層 炭化物粒・焼土粒をやや多

く含み、ややしまりがある。

遺物包含層。

1螂 ト

9褐 色 土 層 炭化物粒・焼土粒・ 小礫・

砂礫を含み、しまりがある。

3630生
Ａ
一

日
一

i 褐 色 土 層 炭化物粒・焼土粒を少量、小～中礫を

やや多く含む。

2灰 褐 色 土 層 砂層と粘土層が互層となり、鉄分が沈

着する。 1号溝。

3褐 色 土 層 炭化物を少量含み、しまりがある。

!盟 聯 誓 姫 聾 謝

膊

4褐 色 土 層 黄褐色土粒を含み、粘性・ しまりがある。

5地   山

1表   土

2明褐色土層 礎石建物建築時の盛土層。

3皓褐色土層 返物包含層。

4茶褐色土層 炭化物粒・焼土粒・砂粒を

少量含み、粘性 。しまりが

ある。 2号溝。

1表   土

2黄 褐 色 土 層 小礫・砂礫・黒褐色土粒を

含む。

3黄褐色粘質土層 砂礫を含み、よくしまる。

4贈 褐 色 土 層 炭イヒ物粒・焼土粒をやや多

く含み、ややしまりがある。

遭物包含眉。

5暗 褐 色 土 層 小～中礫・炭化物粒を含む。

6混礫茶褐色土層 3号土坑。

ア 明 褐 色 土 層 黄褐色土粒・小礫を含み、

粘性がやや強い。

B褐 色 土 層 炭化物粒・焼土粒・ 小礫・

砂礫を含み、しまりがある。

9地   山

1暗褐色土層示畿躍醤み笹毛軽ふ
2髄傾■F脚解銘怪盤を

含み、しまりがある。

3625旦

格
1階 褐 色土層 炭化物粒・焼土粒をやや多く倉み、

粘性がある。

2茶褐色土層
 示畿躍零ぉ拶背讐みP増零せ撃ち
がある。

3褐色粘質土層 脚 と物粒を少置倉み、ややしまり

がある。

4茶 禍色土層 炭化物粒・貢褐色土紅を含み、粘

性・しまりがある。

鴇

よ嚢格と 層 脚駒 世・小礫・砂粒を含み、

しまりがある。

キ講趨誓翻琳学瓢 Iボ浪渥&
遺物包含層。

5暗 橋 色土層 炭化物粒・焼土粒を含む。

2号清。

０

●
Ｄ

3号 土坑

図 4 1号溝・ 2号溝・ 3号土坑

|四 =遺構部分

-5-
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表 1 第57次調査出土遺物観察表 ( )復元値、く 〉残存値、単位 (cln)

番号
上

点

出

地 器  種
な

部 位 調整など 土 暁成 色 調 備 考

1 1号土坑 土   器 かわらけ 14 6 , 2 75 ・  6 7
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

赤色粒子 良
浅責橙 10YR

8/4

2 一 括 土   器 かわ らけ (13 6)。  (2 6) 。 (7 2)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・金雲母 良
にない橙

7_5YR 6/4

3 一 括 上   器 かわらけ 12 2  ・  2 6  ・  6 2
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 良
橙 7 5YR

6/6

4 一 括 土   器 かわらけ (122)・ 23・ O⑪ 日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母・赤色粒子 良 陛 5YR 6/6

5 ― 括 土   器 かわ らけ
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石 石英 。金雲母 良
橙 7 5YR

6/6

6 一 括 土   器 かわ らけ 12 3 ・  2 6  ・  5 2
日縁報
～底割

形
り

成
切

口
糸

ク
転

口
回 長石・石英・金雲母 良

橙 7 5YR
7/6

7 ― 括 上   器 かわらけ 10 8  ・  2.4  。  5 8
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

金雲母・赤色粒子 良

内)橙 5YR
6/6

外)にない橙
7 5YR 6/4

一 括 土   器 かわ らけ 12 2 ・  2 7  ・  5 4
口縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英 。金雲母・赤色粒子 良
橙 7 5YR

7/6

一 括 土   器 かわ らけ (11.4)。 (3.5)。 ●,0)
H豚剤
～底 部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石 。石英・金雲母・赤色粒子 良
橙 7 5YR

6/6
底部摩耗

一 括 土   器 かわらけ (7.6)。 19 ・ は ①
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母・赤色粒子 良
にない橙
5YR 7/4

2号土坑 土   器 かわらけ 41
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石 石英・金雲母 良
橙 7 5YR

6/6

一 括 土   器 かわ らけ
日縁剖
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石 石 英 金雲母 。赤色粒子 良
橙 7.5YR

6/6 外面に炭化物

一 括 土  器 かわらけ 8 0  。 1 75 ・  4 0 H豚部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り 百英 金雲母・赤色粒子 良 橙 5YR 6/(

一 括 土   器 かわらけ
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母・赤色粒子 良 橙 5YR 6/(

― 括 上   器 かわらけ
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・金雲母 良
橙 7 5YR

7/6

一 括 土   器 かわ らけ (6 8) 。  1 8  ・ (3 5)
口縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母・赤色粒子 良
にない赤褐
5YR 5/4

一括 土   器 かわら1,
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英 。金雲母 。赤色粒子 良
橙 7.5YR

6/6

一括 土   器 かわらけ
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母・赤色粒子 良
によい橙

7 5YR 7/6

一括 土   器 かわらけ
日縁部
―底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英 。金雲母・赤色粒子 良
橙 7 5YR

7/6

一 括 土   器 かわらけ
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母・赤色粒子 良
にぶい橙

7 5YR 7/4

一括 土   器 かわらけ 75
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 良
におい黄橙
10YR 7/4

日唇部に炭化物

― 括 土   器 かわらけ 19 日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石 石英・金_‐母 良
にぶい貢橙
10YR 7/4

日唇部に炭化物
外面にスス付着

一括 土   器 かわ らけ
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石 。金雲母 良
橙 7 5YR

7/6

一 括 土   器 かわらけ (88)。 (215)。 (48)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金_F母・赤色粒子 良

内)明赤褐
2 5YR 5/6

外)橙
7 5YR 6/6

ピットユ 土   器 かわらけ (80)。 (195)。 (40)
日縁部
～底部

形
り

成
切

口
糸

ク
転

口
回 長石 。石英・金宴母 良 橙 5YR 6/6 底部コゲ

ピット39 土   器 かわ らけ (68)。 (19)。 44 日縁部
―底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 良
橙 7 5YR

6/6
底部 コゲ

一 括 土   器 かわらけ (68)。 (17)・ (38)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石 。石英 。金雲母 良
明赤褐 5YR

5/6

一 括 土   器 かわらけ (6.0'(15)。 (40)
日縁部
～底部

形
り

成
切

口
糸

ク
転

口
［］

金雲母・赤色粒子 良

内)橙
7 5YR 6/6
外)明責褐
10YR 7/6

一 括 土   器 かわ らけ (8 7) 。(1 85)。  (5 0)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 良
橙 7 5YR

6/6
底部穿孔

一 括 土   器 かわらけ (16 0)。  (2 6) 。 (8 0)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

雲母・金雲母 良 揺と5YR 6/6

一 括 土   器 かわらけ (126)。 (29)。 (58)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

雲母・金雲母 。赤色粒子 良 揺と5YR 6/6

一 括 上   器 かわらけ (58)。 (1.5)。 (27)
日縁部
～底部

形
り

成
切

口
糸

ク
転

口
回 長石・石英・金雲母 良

橙 7 5YR
6/6

一 括 上   器 かわ らけ (120)。 (30)。 (60)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 。赤色粒子 良
にない橙

7 5YR 6/4

一 括 土   器 かわ らけ (11 6)。  (3 0) 。 (4 6)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 。赤色粒子 良
橙 7 5YR

7/6

一 括 土   器 かわらけ (100)。 (27)。 (60)
日縁部
～底割

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 良
橙 7 5YR

6/6

-11-



表2 第57次調査出土遺物観察表 ( )復元値、く 〉残存値、単位 (cm)

番号
主
点

出
ｍ 器   種

仏    亘

日 怒・ 暴  富 ・ FF 各
部位 調整など 土 硫成 色 調 備 考

一 括 土   器 かわらけ (60'(135)。 (36)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 良 橙 5YR 6/6

ピット47 土   器 かわらけ (114)。 (19)。 (80)
日縁剤
～底叡

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 良
にない黄褐
10YR 6/4

一 括 上   器 かわらけ (11.2)。 (22メ 。(7.2)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 良
にない褐

7 5YR 6/3

一括 土   器 かわらけ (110)。 (19)。 (56)
部
部

縁
底

日

一

ロクロ成形
回転糸切 り石英・金雲母・赤色粒子 良

明赤褐 5YR
5/6

一括 上   器 かわ らけ (68)。 (16)
日縁 剤
～底 割

ロクロ成形
回転糸切 り

金雲母・赤色粒子 良
橙 7 5YR

6/6

一 括 土   器 かわらけ (106)。 (2,7)。 (60)
日縁部
～底部

ロクロ成形 長石・石英・金雲母 良
にぶい橙

7 5YR 6/4

一括 土   器 かわらけ
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 。赤色粒子 良
にぶい橙

7 5YR 6/4

一 括 土   器 かわらけ (10 6)。  (2 0) ・ (6 0)
日縁 罰
～慶 部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 良 橙 5YR 6/6

一括 土   器 かわらけ (10 2)。  (2 2)
部
部

縁
底

日

一

ロクロ成形
回転糸切 り

石英・金雲母・赤色粒子 良
橙 7 5YR

6/6

2号濤 土  器 かわらけ
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石 。石英・金雲母 。赤色粒子 良 T245YR 6/6

一 括 土   器 かわらけ
日縁部
～底部

形
り

成
切

口
糸

ク
転

口
回 長石 。石英・金雲母 良 橙 5YR 7/6 底部・見込み・

日縁部にスス付着

一括 土   器 かわらけ
口縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・_‐母 ,金雲母 良
黒 10YR 2/1
にぶい黄橙
10YR 7/4

―括 上   器 かわらけ
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

石英・金雲母・赤色粒子 良
にない褐

7 5YR 5/4

一括 上  器 かわらけ (13)。 (6.0)
日縁部
～底部

形
り

成
切

口
糸

ク
転

口
回 長石・石英 。赤色粒子 良

におい橙
7 5YR 6/4

一括 上   器 かわらけ (1,7)。 (46)
日縁都
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石 。石英・金雲母・赤色粒子 良
橙 7 5YR

6/6

一 括 土  務 かわらけ (71)。 (155)。 (40)
日縁部
～底割

ロクロ成形
回転糸切 り石英 ,金雲母 。赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

ピット54 土   器 かわらt, (79)。 (1.の 。(50)
日″礁部
～底部

形
り

成
切

口
糸

ク
転

口
回 長石・金雲母 良 橙 5YR 6/6

一 括 土   器 かわらけ (74)。 (22)。 (40)
口縁都
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母・赤色粒子 良
橙 7.5YR

6/5

一 括 土   器 かわ らけ 90)。 (16)。 (42)
日縁部
～底部

ロクロ成形 長石・金雲母 良
明赤褐

2 5YR 5/6 外面コゲ

一 括 土   器 かわらけ (10"・ (2,7)。 (5.2)
日縁部
～底部

ロクロ成形 長石・石英・金雲母 良
橙 7 5YR

6/6

一 拓 土   器 かわらけ (10 3)・  (2 6) 。 (5.6)
日縁部
～底部

ロクロ成形 長石・金雲母・赤色粒子 良
橙 7 5YR

7/6

一括 上   器 かわらけ (104)・ (2.05)。 (5,8)
部
都

縁
底

日

｝
ロクロ成形 長石・金雲母 良

明赤褐 5YR
5/6

一 括 上  器 かわらけ (9め 。(23)。 (60)
日縁部
～底部

ロクロ成形 長石 。石英・金雲母 良

内)にない黄擢
10YR 4/3

外)褐灰
10YR 4/1

一 括 上  器 かわらけ (90。 (2,7)。 (4.4)
日縁部
～底部

ロクロ成形 石英・雲母・金雲母 良
明赤褐 5YR

5/6

一括 土  器 かわらけ (98)。 (24)。 (54)
日縁部
～底部

ロクロ成形 長石・石英・雲母・金雲母 良
にない褐

7 5YR 5/4

一括 土  器 かわらけ (80。 (17)。 (60)
日縁部
～底部

ロクロ成形 長石・石英・赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

一 括 土  器 かわらけ (7.0)。 (1.4)。 (42)
日縁部
～底部

ロクロ成形 石英・金雲母・赤色粒子 良 萌
蛇胸

Ｒ
ぶ
Ｒ

鵬籠躯宙
ピ ッ 土  器 かわらけ (80)。 (14)。 (48)

日縁部
～底部

ロクロ成形 金雲母 良
にない責褐
10YR 6/4

― 括 土  器 かわらけ (8,8) 。 (1 5) 。 (4 0)
口縁部
～底部

ロクロ成形 石英 。金雲母・赤色粒子 良
橙 7 5YR

5/4

― 括 土   器 かわらけ (122)。 (305〉・ ― 部
部

縁
体

日

一
ロクロ成形 長石・石英 。金雲母 良

橙 7 5YR
6/6

ピット51 土   器 かわらけ (11.4)・ (17〉 ・ ― 日縁部
～体部

ロクロ成形 長石 '石英 。金雲母 良 橙 5YR 6/8

一 括 上   器 かわらけ (114)・ (2.2〉 ・ ― 日豚部
一体部

ロクロ成形 長石 。石英 。金婁母 良
明赤褐 5YR

5/6

一 括 土   器 かわらけ (154)。 (26)・  ― 部
部

縁
体

日

一
ロクロ成形 長石・石英・金雲母・赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

一 括 上  器 香炉 (70)・ く27〉 ・  ― 部
部

縁
体

日

一
ロクロ成形 長石・石英・金婁母・赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

一 括 上  器 橋 鉢 ― ・ く15〉 。(113) 底部 ナデ成形 長石・石英 。金雲母・赤色粒子 良
橙 2 5YR

6/6

一 括 上  器 香炉 ● 0)。 (4.0。 (4働
日縁部
～ 底 都

形
り

成
切

口
糸

ク
転

口
回 長石・石英・金雲母・赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

-12-



表3 第57次調査出土遺物観察表 ( )復元値、く 〉残存値、単位 (cnI)

番号
土

点

出

地 器  種
法 Ｈ皇 部位 調整など 土 晩成 色 調 備 考巌

一 括 土   器 香炉 (100)。 (35)。 ● 0 口縁部
～底部

ロクロ成形 長石・石英・金雲母 。赤色粒子 良 陵 5YR 6/6

ピット5 土   器 矯鉢 ― ・ く25〉 。(14.0) 底 部 不 明 長石・石英・雲母 。金_TH・ 良

隅

鵬

・ＯＹＲ ６／６

一 括 土   器 片日鉢 (19 4)・ 〈7 7〉  。  一
日縁都
～体蔀 ナデ成形 長石 。石英・金雲母・赤色粒子 良 瞳 5YR 6/(

一 括 土   器 糧 鉢 ⑫68)・ (90・ (142)
部
部

縁
底

日

一
ナデ成形 長石 。石英 。金雲母 良 橙 5YR 6/t

一括 土   器 鉢 (328)・ く67〉 ・ ― 日縁卸
～体割 ナデ成形 長石・石英 。金雲母 。赤色粒子 良

明赤褐色
2.5YR 5/6

一括 土   器 播 鉢 体部 ナデ成形 長石・石英・金雲母 。赤色粒子 良 騒 5YR 6/(

一括 土   器 橋鉢 体部 ナデ成形 長石・石英・金雲母 良
橙 2 5YR

6/6

一括 土   器 悟鉢 体部 ナデ成形 長石・石英・金雲母 良
にな い橙
5YR 6/4

一括 陶   器 端反皿 (115)。 ● 1)。 (6.8)
日縁封
～底葡 密/灰釉 良 好 大窯 1段階

一 括 白  磁 皿 ● 6)。 23・ (40) 日縁剖
～底葡 骸密 良好 底部狭 り4単位

一 括 陶   器 端反皿 (10.0)・ く14〉 ・ ― 日縁笥
～体蔀 お/灰釉 良好 大窯 1段階

―括 lkl 器 鞠 (15.8)・ (245〉・ ― 日縁葡
～体却 密/鉄釉 良好 大窯 1段階

ピッ ト40 均  器 丸皿 (110)。 (20〉 ・ ― 日縁蔀
～体部 番/鉄釉 良好 大窯 2段階 ?

一 括 ltl  器 小杯
H豚司|

～底 部 誘/鉄釉 良好 大窯 2か 3段階

一 括 ltl  器 丸皿 ? ― ・ く12〉 。 (7.0) 底部 講/灰釉 良好 大窯 2段階

一 括 衡  零
端反皿か

丸皿
―  ・ 〈15〉 。(60) 底 部 密/灰釉 史好

大窯 1か 2段階
見込みに菊印

一括 狗   器
端反皿か

丸皿
―  ・ (13〉 ・ (6.4) 底部 密/灰釉 良好

大窯 1か 2段階
見込みに菊印

― 括 衡  器 丸皿 ? ― ・ く1.5〉 。(32) 底部 密/灰釉 良好
大窯 2段階
見込みに菊印

―括 衡  零
端反皿か

丸皿
― ・ (16〉 。(60) 底 部 密/灰釉 史好

大窯 1か 2段階
見込みに菊印

一括 角  器
端反皿か

丸皿
― ・ (13〉 。(60) 底部 密/灰釉 良好

大窯 1か 2段階
見込みに菊印

一括 陶   器
端反皿か
丸皿

―  ・ (10〉 。 (6.0) 底部 密/灰釉 良好 大窯 1か 2段階
見込みに菊印

一括 磁  器 碗 (140)・ (41〉 ・  ― 口縁部
～体部 跛密 良好

一括 磁  器 皿 (11.0)。 (265〉 。 一 部
部

縁
体

日

一
骸密 良好

一 括 磁  器 碗 (100)。 (18)。 (44)
日縁部
～底部 跛密 良好

一括 磁  器 皿 ― ・ (1.2〉 ・ (46) 底部 駿密 良好

一括 磁  器 不 明 日縁部 敦密 良好

一 括 石 製 品 砥 石
さ
ャ

長
１２

さ

９５
厚
＆

幅
側

一 括 石 製 品 硯
さ

９
厚
∝

幅
罰

さ

５

長
７
．

2号溝 百 製 品 石 臼 弓か待・弓奔炉・
さ

マ

一局
・２ 下 臼

一 括 銭  貨 寛永通宝 房a・ 千奪・〔晨是
柱穴10 残  貨 寛永通宝

径
４９

直
Ｚ 濤3・ 麗

一括 銭  貨 景徳元宝 緊 。富絡・麗
―括 銭  貨 元豊通宝 房窃・富経・z島昆
一 括 銭  貨 宣和通宝 直径  穿径  重量

2 44 ・ 0.62 ・ 2.9=

一括 銭  貨 治平元室
径
４．

直
Ｚ

穿径  重量
0.65 ・ 2 2g

一括 銭  貨 熙寧通宝
義
職

径
６８

穿
０
，

径
４７

直
π
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写真 1 調査区全景

写真 2 敷石検出状況

写真 3 2号溝検出状況

写真 4 2号清遺物出土状況

写真 6 調査風景

写真 5 柱穴列検出状況
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武田氏館跡第58次調査

所  在  地

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調査 担 当者

屋 形 三 丁 目 2520-15
越 水 稔 宅 増 築 工 事

10m2

平 成 10年 11月 2日 ～ 10日

伊 藤 正 彦

調査の概要

武田氏館跡 の南側約 150mに位置 し、

(現在 の県道 甲府・ 山梨線)が走 る。

らの高 さ1.5mを 測 る土塁が確 認 され、

m地点での第 11次調査 の際 には幅15m
れてい る。

建物増築部分 を幅 1.2m、 長 さ4.8m程度重機 で掘 り下 げ、遺構 の確 認 を行 った。

遺構・ 遺物

部分 的 に巨大 な礫 が見 られたが、遺構 。遺物 ともに検 出 されなか った。

ま  と  め

遺構 は検 出 されなか ったが、周辺で行 われた過去 の調査成果 か ら本地 点が屋敷 の空閑地

で あった こ とも考 え られ、今後 の周辺調査 に期待 したい。

O      lom
中

図 1 第 58次調査区位置図

標 高339mを 測 る。東側 には城下へ南下す る広小路

南側 50m地点で行 われた第 7次調査 で は、基底部か

土塁下部か らは人骨が出上 してい る。また、西側 50

を測 り、武 田氏館跡 と主軸 を同 じくす る溝が確認 さ

物%=調査対象地

-15-
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構遺

武田氏館跡第60次調査

所  在  地  古府 中町 353?。 3536

調 査 原 因 谷 ,II義孝 宅駐車場

調 査 面 積 127∬

調 査 期 間  平成 10年 2月 18日 ～ 24日

調 査 担 当者  平塚 洋 一

調査の概 要

東側 に流 れ る藤

'「

|、 西側 に流 れ る相 川 に よって形 成 され る相 川 扇 状 地 の 開析 部 に位 置 し、

標 高 365m前後 を測 る。古 絵 図 に よ る と周 辺街路 は武 田氏 時代 か らの名残 で、武 田氏 家 臣屋

敷 跡 の伝 承 地 で もあ る。 本地 点 南側 には大 正 6年築 造 の竜 ヶ池 が位 置 し、 日当 た りの良 い

緩傾斜 地 で あ る。

調 査 は南北 41m。 東 西 11.3mと 12.8mの トレンチ を設定 し、 人 力 に よる掘 りTげ を行 っ

六こ。

土坑 3基、 ピッ ト3基が確 認 された。

上 坑  1号 土坑 は直径 80cln、 深 さ28cmを 測 る。直径 10～ 50cmの 礫 が充壊 し、 ピッ ト1と

重複す る。 内部 か ら、かわ らけが出上 してい る (図 3-9)。 2号土坑 は直径 127

cln、 深 さ18cmを 測 り、平面形態 は不正 円形 を呈す る。かわ らけが出上 してい る (図

3-14)。 3号土坑 は直径 87cm、 深 さ58clnを 測 り、平面形態 は円形 を呈す る。直径

20cln程度の石 を円形 に配 してい る。 出土遺物 はない。

ピッ ト ピッ ト1は直径 48cm、 深 さ15cmを 測 る。1号土坑 と重複 し、南側 が調査 区外 に続 く。

ピッ ト2は調査 区中央 の焼土集 中部分 で確認 された。確認で きた部分 で長径 65cm、

深 さ19cmを 測 る。 ピッ ト3は 長径 30cm、 深 さ22cmを 測 り、不正楕 円形 を呈す る。

ピッ トか らの出土遺物 はなか った。

か わ らけ (1～ 18・ 20)を 主体 と し、 陶器皿 (19)、 橋 鉢 (21)、 須 恵器 片 (22)、 鉄 製 品

(22・ 23)が 出上 して い る。

出土 したか わ らけの全 てが ロク ロ成 形 で、底 部 に は回転 糸切 り痕 を残 す。 11の か わ らけ

は、 内面 に溶 融物 が付 着 して い る。

ま  と  め

確 認 された遺構 は土坑 とピッ トのみで あったが、集石・焼 上が所 々に見 られた。 A・ B
トレンチの礫集 中か所 に遺構 が確認 されていないの は庭 な どの空閑地 で あったこ とも推定

され るが、本地点 に何 らかの施設が存在 した可能性 も考 え られ る。

物遺
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図 1 第60次調査全体図 。セクシヨン (1)
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図 2 第 60次調査全体図・ セクシ ヨン (2)
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表 1 第60次調査出土遺物観察表 ( )復元値、く 〉残存値、単位 (cnl)

番号
主
点

出

難
轟  種 部位 調整など 土 暁成 色 調 備 考

1 ―括 土  器 かわらt,
日縁薗
～底笥

ロクロ成形
回転糸切 り

長石 。石英・金雲母 良 陛 5YR 6/(

2 一 括 土   器 かわらけ (10,4)。 (155)。 (7.ω
日縁部
～底都

ロクロ成形 長石・石英・金雲母 良
橙 7 5YR

6/6
底部摩耗

3 ―括 上   器 かわらけ (8.5)。 (1.9)。 (52)
口縁部
～底部

ロクロ成形 長石・石英 。金雲母 良

内)4移
fYR

外)橙 7 5YR
6/6

4 ―括 土   器 かわらり (7.6)。 (1.75)・ (40)
日縁部
―底部

ロクロ成形 長石 。金婁母 良

内)オ監5YR
6/6

外)明 赤褐
5YR 5/6

5 一括 土   器 かわらけ (6.3)。 (15)。 (42)
日縁部
～底都

ロクロ成形 長石・石英・金雲母 良

にない黄褐
10YR 6/4
灰責褐

10YR 5/2

底部摩耗

6 一括 土   器 かわらけ (8.の
。(17)。 (44)

日縁部
～底割

ロクロ成形 長石・石英・金雲母 良 橙 5YR

7 ― 括 土  器 かわらけ ● 0)。 (1.65)。 (48)
日縁部
～底部

ロクロ成形 長石・石英・金雲母・赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

8 一 括 土   碁 かわらけ (11.4)・ (2.5)。  一 日縁部
～体部

ロクロ成形 長石・金_‐母・赤色粒子 良
浅責橙

10YR 8/4

9 1号土坑 上  器 かわらけ (74)。 (18〉 , 一 部
部

縁
体

日

一
ロクロ成形 長石・石英 。金雲母 。赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

一 括 土  器 かわらけ (98)。 (23〉 ・ ― 日縁笥
～体蔀

ロクロ成形 石英・金雲母 良

黒 10YR 2/1
にない責褐
10YR 5/3

11 一括 土  器 かわら1, (83)。 (24〉 ・  ― 日縁割
～体謝

ロクロ成形 石英・雲母 良

にない橙
7.5YR 7/4
吸褐 7.5YR

5/2

一 括 土  器 かわらけ (10 0)・ (2 3〉  ・   一 口縁郡
～体部

ロクロ成形 長石 。石英・雲母 良
橙 7.5YR

7/6

― 括 上  器 かわらけ (9.5)。 (20〉 ・ ― 日縁郡
～体割

ロクロ成形 長石・石英・金婁母 良 橙 5YR 6/6

2号土坑 土   器 かわらけ ― ・ く20〉 。(70) 底 部 ロクロ成形 密 良 盈緊亀/3

一 括 土   器 かわらけ ― ・ 〈11〉 ・ (54) 底 部 ロクロ成形 長石 。石英・金雲母 良

内)I登 5YR
6/6。 灰黄褐
10YR 5/2

鵜 講 3/1

一 括 上   器 かわらt, ― ・ く20〉 ・ (68) 底部 ロクロ成形 長石 良
にない橙

7.5YR 7/4

一 括 土   器 かわらり ―  ・ (13〉 。(66) 底部
ロクロ成形
回転糸切 り

長石・金雲母 良

内・外)黒
10YR 2/1

断面)にな
い程と7.5YR

6/4

一 括 土   器 かわらけ ―  ・ (16〉 ・ (66) 底部
ロクロ成形
回転糸切 り

長石 。金雲母 良
によい橙

7 5YR 6/4

一 括 陶  器 不 明 ―  ・ (13〉 。 (5,0) 底部 隊密 良

一括 上   器 かわらけ ― ・ (115〉 '(5,6) 底部 ロクロ成形 長石・金雲母 良
黒 10YR
17/1

―括 上   器 福 鉢 体都 ナデ成形 長石・金事母 。赤色粒子 良 橙 5YR 6/6

一 括 須 恵 器 不 明 体部 ロクロ成形 磁石 良 灰白 N8/

一括 鉄 製 品 釘 ? 屏島・見奄澤。「 S

一 括 鉄 製 品 釘 ?
さ
４５

長
丘

。見奄景・
さ

２５
厚
ｉ
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武田氏館跡第61次調査

所  在  地  大 手 三 丁 目 3708-3
調 査 原 因 数 野信 宅建 築工 事

調 査 面 積 122m2

調 査 期 間  平 成 11年 1月 19日 ～ 2月 5日

調査 担 当者  志村 憲一

調査の概要

東側 に藤 ,II、 西側 に相川 が流 れ る相川扇状地 の扇央部 に位置す る緩傾斜地 で、標 高338m
前後 を測 る。北東側 に武 田氏館跡 が 占地 し、南北基幹街路 で ある広小路・ 鍛冶小路 に挟 ま

れた場所 にあた る。現在 、周辺 には住宅が密集 してい るが、古絵図等 によると家 臣屋敷 の

存在 が推定 され、 これ まで も数回 に渡 る調査 が行 われてい る地域 である。

調査 は建物敷地全面 を対象 とし、重機 で表土 を掘削 した後 、人力 による精査 を行 った。

遺   構

溝 1条、土坑 6基、 ピッ ト70基が検 出 された。

溝  調査 区東 F島 に確 認 され、 N-61° 一Eに軸 を もつ。最大 幅 43cm、 深 さ 9 cmを 浪Jる 。

溝 内か ら、かわ らけが出上 した (図 2-1・ 5・ 7)。

土 坑  1号 土坑 は直径約 60cm、 深 さ47cmを 測 り、平面形態 は円形 を呈す る。直径 20～ 40

cm程度の石 を充壊 す る。 内部か ら、かわ らけの破 片 。壁上が出上 した。 2号土坑

は直径約 140cm、 深 さ28cmを 測 り、平面形態 は円形 を呈す る。直径 10～ 20cm程度の

石 が まば らに入 り、 ピッ ト20と 重複す る。かわ らけ・ 土器底部が出上 した。 3号
土坑 は確 認で きた部分 で長径 110cm、 深 さ18cmを 測 り、平面形態 は円形 を呈す ると

思 われ る。 4号土坑 は確 認で きた部分 で長径 88cm、 深 さ20clnを 測 り、平面形態 は

円形 を呈す る と思 われ る。 3号土坑 と並行す る。 5号土坑 は長径 74cln、 深 さ10cm

を測 り、平面形態 は楕 円形 を呈す る。直径 10～ 20cm程度の石 を充壊 し、 ピッ ト38

と重複す る。内部か ら、かわ らけ 。土器底部が出上 した (図 2-4・ 21)。 6号土

坑 は長径 100cln、 深 さ56cmを 測 り、不正楕 円形 を呈す る。内部か ら、かわ らけの破

片が出上 した。

ピッ ト 確 認 された ピッ トは直径 20～ 70cm、 深 さ10～ 60cllを 測 る。調査 区東側 に集 中す る

が、規則性 を もつ列構成 は見 られない。 内部か ら、かわ らけの破 片が出上 した も

の もあ るが小片のため図化 には至 らなか った。

かわ らけ (1～ 18)を 主体 とし、土器 (21).陶 器 (19)。 磁器 (20・ 22・ 23)。 石製品 (24)・

青銅 製品 (25)・ 銭貨 (26・ 27)が出上 した。

かわ らけはロクロ成形 で、底部 に回転糸切 り痕 を残す。 8の かわ らけは手づ くね と思 わ

れ る。 19は 丸皿 の底部 と思 われ、大 窯 2段階 に比定 され る。 20は 白磁碗 、 22は青磁大皿、

物遺

イ0´
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23は 青磁 の破 片で器種 は不 明である。 24は 石皿 で ある。銭貨 は26が洪武通宝、 27は 景徳元

宝である。

ま  と  め

本地点は、古絵図 に よると武 田氏の家臣屋敷跡が示唆 され る場所 で ある。絵図 に よ りそ

の記載 は少 々異 な るが、 中沢泉氏所蔵 「古府 中村絵図」 に よれば真 田弾正の屋敷跡 と推 定

され る。

調査 の結果、確 認 された溝・ 土坑・ ピッ トは出土遺物 か ら16世紀代 に位置づ け られ る。

70基 に及ぶ ピッ トには規則性 が見 られず、数回に渡 る建物の建 て替 えが行 われた と推定 さ

れ る。青磁 。白磁 片が出土 してい るが、隣接 す る第 15次調査地点か らも龍泉窯系青磁 の盤

が出土 してお り、武 田氏家臣屋敷 が存在 した可能性 が示唆 され る。
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セクションの騒麟は遺構部分

,表    土

⊇水  田 面

3策褐 色主層

4黒 褐色土層

5 黒褐色粘質」霞

6聞雛鮒 質劇目

7黒褐 色土層

8階 褐色■層

9暗褐色土層

砂礫を少重含む。

炭Iヒ物・焼土を微二、小礫を少二含む。

炭化物 焼上・砂礫を少H含む。      13黒 褐色土層

しまりがある。            14晴 褐色土層

演イし物・焼■・砂礫を少量含む。

しまりがある。

炭化物 院土・砂礫を少量含む。

しまりがある。

炭化物・焼土・砂礫を少H含お。
ピット67。

炭化物・砂を微量含む。ビット67。

炭化物・焼土・砂礫を少二含む。

しまりがある。
炭化物・焼土 砂礫を少量含む。

しまりがある。

炭化物・焼■を微量、礫を多量含む。

炭化物・焼土・砂礫を少量含む。

しまりがある。

炭化物・砂礫を微量宮む。

炭化物・焼上を微H、 黄褐色主粒を

少■含む。礫・黒褐色格土が所々に

混入する。

17オ リープ褐e粘質」B 砂際を少量含む。しまりがある。

10黒 褐 色 土 層

,1 階褐色粘買劃写

12階 褐 色 土 層

16褐色粘質土膚

,6淡貢褐色土層

図 1 第61次調査全体図 。セクシヨン
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図 3 第 61次調査出上遺物 (2)

写真 1 調査区全景 写真 2 1号溝セクション

写真 3 2号上坑遺物出土状況 写真 4 5号上坑検出状況
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表 1 第61次調査出土遺物観察表 ( )復元値、く 〉残存値、単位 (clll)

肇号
出  上

地  点
器   種

な
部位 調整など 土 暁成 色 調 備 考

1 l号溝 土   器 かわ らけ (135)。 (345)。 (68)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り長石・石英・雲母・金雲母 良

橙 7 5YR
6/6

2 一 括 上   器 かわらけ
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英 。雲母・金雲母 良
橙 7 5YR

6/6

一括 土   器 かわらけ (130。 (30)・ (7の
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英 良
にぶい橙

7.5YR 7/4

4 5号土坑 土   器 かわらけ (10.1)。 (20。

“

0 日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英 良
にない橙

7.5YR 6/4

1号溝 上   器 かわらけ (92)。 (23)。 (50)
H膝罰1

～底 割

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英 良
にぶい褐

7 5YR 5/3

一括 土   器 かわらけ 22 口縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・雲母 。金雲母 良 橙 5YR 6/(

1号溝 土  器 かわらけ (81)。 (145)。 (50) 部
部

縁
底

日

一

ロクロ成形
回転糸切 り長石・石英・金雲母 良

明赤褐 5YR
5/6

一 括 土   器 かわらけ (60)。 (16)
部
部

縁
底

口

一
手づ くね ? 長石 。石英・金雲母 良

橙 7 5YR
6/6

一括 土   器 かわ らけ (110)。 (23〉 ・  ― 日縁部
～体都

ロクロ成形 長石・石英・金雲母 良 橙 5YR 6/(

一 括 土   器 かわらけ (12.0)。 (25〉 ・  ― 日縁部
～体部

ロクロ成形 長石・石英・金雲母 良
明赤褐 5Yよ

5/6

11 一括 土  器 かわらけ (110)・ く22〉 ・  ― 日縁部
～体部

ロクロ成形 長石・石英・金雲母 良
橙 7 5YR

6/6

一 括 土  器 かわらけ (80)・ (18〉 。 一 日腹確郡
～体都

ロクロ成形 長石 。石英・金雲母・赤色粒子 良
橙 7 5YR

6/6

炭化物周返 土   器 かわらけ ― ・ (14〉 。(76) 底部
ロクロ成形
回転糸切 り

長石 。石英・雲母 。金雲母 良 橙 5YR 6/6

一 括 土   器 かわらけ ― ・ (19〉 。(68) 底都
ロクロ成形
回転糸切 り

長石 。石英・金雲母 良
におい橙

7 5YR 5/4

― 括 土   器 かわらけ ― ・ (23)。 (112) 底部
ロクロ成形
回転糸切 り

長石 。石英・雲母・金婁母 良
明赤褐 5YR

5/6

一 括 土   器 かわらけ ― ・ (17〉 。(80) 底部
ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母 良
橙 7 5YR

6/6

一 括 土   器 かわらけ ― ・ (18〉 。 (7.6) 底 部
ロクロ成形
回転糸切 り長石・石英・金雲母 良 橙 5YR 6/6

一 括 土   器 かわ らけ ―  ・ (23〉 。(98) 底部
ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・雲母・金雲母 良 陸 5YR 6/(

一 括 陶  器 丸皿 ? ―  ・ く09〉 。(50) 底 部 密/灰釉 良好 大窯 2段階

― 括 白  磁 碗 (80)。 (2.4〉 ・  ― 口縁剤
～体剤

微密 良好

5号上坑 土   器 不 明 ― ・ く26〉 。(163) 底部 長石・石英・金雲母・赤色粒子 良
橙 7 5YR

6/6

ピット19 青  磁 皿 (160)・ く26〉 ・  ― 日縁 剤
～体 部 微密 良好

一 括 青  磁 不 明 ― ・ (25〉 ・ ― 体部 敷密 良好

一 括 石 製 品 石皿 (40.0)・ (80〉 ・ ― 日縁都
～体部

一 括 青銅製品 不 明
さ

１
厚
∝

幅
阿

さ

１

長

盈

一 括 践  貨 景徳元宝
径
６２

穿
“

径
４５

直
２
．

重量
28g

一括 践  貨 洪武通宝 房冤・F待 ・
z晟是
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構遺

物遺

武田氏館跡第62次調査

所  在  地 古府 中町3575-1

調 査 原 因 川脇和人宅新築工事

調 査 面 積 22m2

調 査 期 間  平成 11年 5月 31日 ～ 6月 3日

調査担 当者 佐 々木 満

調査の概要

武田氏館跡 隠居由輪 か ら北東部 に位 置 し、標高 359mを 測 る。城下へ南下す る鍛冶小路 が

東接 し、高塀 の字名 を残 してい る。宇名 は「古府 中村絵図」 (中沢泉氏所蔵)に も記載が見

られ、塀や牢獄 の存在 が示唆 され る地域 である。北西40mに位 置す る第 44次調査地点では、

中性の溝 とピッ トが確認 されてい る。

調査 は 2× 2mの グ リッ ドを 3か所設定 し、人力 に よる掘 り下 げ を行 った。

第 1・ 2ト レ ンチ は掘 削 して 15cm程度 で地 山面 とな った。 第 3ト レンチ で ピ ッ トが 2基

確 認 され た。 ピ ッ ト 1は 直径 42cm、 ピ ッ ト 2は 直径 16cmを 測 る。 出土遺 物 が な く、 時期 は

不 明 で あ る。

表面採集 で土器 片が 2点 出

上 したが、小 片のため図化 し

なか った。

ま  と  め

周辺の調査 では中世の遺構・

遺物が確認 されてい るが、本

地点で は ピッ トが 2基確 認 さ

れたのみで あった。 出土遺物

が ないため、時期 も確定す る

には至 らなか った。
竜
ヶ
池

第18次
☆

詭‥鯵鳴
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図1 第 62次調査 トレンチ位置図

0 ′        20m

―



写真 1 第 1ト レンチ 写真 2 第 2ト レンチ

写真 3 第 3ト レンチ ピッ ト検出状況
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武田氏館跡第63次調査

所  在  地

調 査 原 因

調 査 面 積

調 査 期 間

調査 担 当者

古府 吋・田丁2777-2、  2779-1、  2780

スポ ッ ト公園整備

350コn2                          1

平成 12年 2月 23日 ～ 29日

平塚 洋 一

∬
跡
武
ド
氏
館́
跡

Ａ

物遺

調査の概要

武 田氏館跡 を構成す る御 隠居 曲輪 の南側 に位置 し、標 高350mを 測 る。御 隠居曲輪 は武田

信虎正室大井夫人 (信 玄生母)が隠居生活 を した場所 と伝承 されてい る。東側 には武田氏

時代 か ら残 る街路 が南走 す る。古絵図 による と、本地点北西側 に信 玄実弟逍邊軒信綱 の屋

敷跡 の存在 が示 され、現在 「逍軒屋敷」の字名が残 ってい る。

公 園整備予定地 内に 3か所 の トレンチ を設定 して、人力 に よる遺構 の確認 を行 った。

遺   構

長径 20～ 100cmを 測 る礫 が確 認 されたが、遺構 の検 出はなか った。

多 くは破 片資料 で図化 で きた ものは少 ないが、かわ らけ (1・ 2)、 須 恵器 (3)、 土製

品 (4)、 鉢 (5)が 出上 した。かわ らけはロクロ成形 で ある。土製品は円盤状 を呈 し、周

縁 が研磨 されてい る。

ま  と  め

本地点北側 80mに位置す る第 18次調査地点で は、石列・溝跡や礫 が敷 き詰め られてい る

状況が確 認 されてお り、本調査 の礫 もこれ と関係 す ると思 われ る。 しか し、限 られた調査

範 囲のため詳細 を明 らか にす るには至 らなか った。

写真2 調査終了後風景写真 1 トレンチ 3 礫検出】犬況
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藻 雙 0ヾ 丞ぼ
6幼

争
｀
地|

1表    土

2暗灰色粘土層

3晴褐色粘土層

4暗褐色粘土層

5皓褐色粘土層

8暗褐色粘土層

甑3▲

コンクリート片が混入する。

小礫を含む。

大・小の礫を多量含む。

大・小の礫を多量含む。4層に比べ

しまりがある。

炭化物・土器片が混入する。

トレンチ 1

l 表    土 コンクリート片が混入する。

2暗灰色粘土層

3暗褐色粘土層 小礫を含む。

4黒 褐 色土層 しまりがある。

5晴 褐 色土層 大・小の礫を多量含む。

1.表    土 コンクリート片が混入する。

2礫 混 砂 層

3暗灰色粘土層

4暗褐色粘土層 炭化物・土器片が混入する。

5暗掲色粘土層 礫左含む。

トレンチ3

0              2m
トレンチ2

図 1 第63次調査 トレンチ平面図・セクシヨン
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表 1 第63次調査出土遺物観察表

図 2 第 63次調査出土遺物

( )復元値、く 〉残存値、単位 (cm)

肇号
主

声

出

拍 器  種
な

部位 調整など 上 晩成 色 調 備 考

l トレンチ 1 土   器 かわ らけ (110)・ (12〉 。 一 日縁部 ロクロ成形
長石 。石英・雲母・金雲母・赤
色粒子 良 橙 5YR 6/6

トレンチ 3 土  器 かわらけ ― ・ く1.8〉 。(50) 底部
ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・金雲母・赤色粒子 良
におい橙

7.5YR 7/4

トレンチ 3 須 恵 器 不 明 ― ・ く44〉 ・ ― 体部 密 良 灰 N6/

4 トレンチ 1 土   器 土製品 直径  厚さ  重量
2.03 ・  0 52 ・ 2 5冨 完 形 密 良 橙 5YR

5 トレンチ 2 土  器 鉢 (310)・ く95〉 ・ ― 目縁部
～体部

ナデ成形 長石・石英・金雲母 良
にない責褐
10YR 6/4
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武田氏館跡第64次調査

所   在   地   大 手 三 丁 E]3748-2、  3748-7
調 査 原 因 宅地分 譲

調 査 面 積 60m2

調 査 期 間  平 成 13年 10月 19日 ～ 11月 2日

調 査 担 当者  伊 藤正 彦

調 査 の概 要

武 田氏館 跡 の 南西 に位 置 し、標 高 345mを 浪Jる 。大 正 15年発行 の 『西 山梨 郡 志』所 収 「古

府 之図」 に よ る と、本 地 点周 辺 に は穴 山伊 豆 守 。高坂 弾正・ 馬場 美 濃 守 とい った武 田氏 家

臣の名 前 が記 載 され て お り、 家 臣屋 敷 の存 在 が示 唆 され る地 域 で あ る。

調査 区 内 2か所 に トレ ンチ を設 定 し、 重機 及 び人 力 に よる掘 り下 げ を行 った。

遺 構

条、 ピッ ト2基、井戸 2基が検 出 された。

1号溝 は最大 幅 115cm、 深 さ20cmを 測 り、

かわ らけ と鉄製品が出上 した (図 3-4
N-153° 一Wに 軸 を もつ 。 溝 内 か らは、

・ 6)。

１́溝

溝

C・

ピット1

ト ートー剌

曙コ ＼
□

3490⊇

図 1 第 64次調査 トレンチ位置図・ ピット微細図・断面図

r―――‐

"   r~―

澤

縫
鯵

-31-



ピッ ト 卜 11ま 直径 60cm、 深 さ22cmを 測 る。 内部 には直径 5～ 20cmの礫 が充壊 してい

ピッ ト2は 直径 50cm、 深 さ18cmを 測 る。

井 戸  1号 井戸 は確認で きた部分 で直径 230cm、 深 さ40cmを 測 る。 1号溝 と重複す るが、

壁面層の堆積状況か ら 1号溝 よ りも古 い時期 と判断で きる。 内部か らは二次焼成

を受 け、内面 に溶融物が付着 したかわ らけが出上 した (図 3-1)。 2号井戸 は確

認で きた部分 で直径 240cm、 深 さ36cmを 測 る。内部か らは、かわ らけの破 片が出土

した。

出土 した遺物の多 くは破 片資料 で、図化 で きた ものは少 ない。 1～ 5は、 ロクロ成形 の

かわ らけである。その うち、 1・ 5は見込み に溶融物が付着 した二次焼成 かわ らけである。

6の鉄製品には細 い針金が巻 かれていた。

ま  と  め

出土遺物 か ら中世 の もの と思 われ る遺構 が確認 されたが、調査範 囲 に限 りが あるため詳

細 を明 らか にす るには至 らなか った。今後 の周辺調査 に期待 したい。

写真 1 トレンチ 1 井戸検出状況

ピ ッ

た。

物遺

写真3 調 査 風 景

写真2 トレンチ2ビ ット検出状況
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図 3 第64次調査出土遺物

表 1 第64次調査出土遺物観察表

ノ

□
6

0

0             10酬

)復元値、く 〉残存値、単位 (cm)

摩号
二
歯

出

前 嘲 器  種 部位 調整など 上 焼 成 色 調 備 考

1 トレンチ 2 上   器 かわらけ
口稼 剤
～底叡

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英 良
褐灰

10YR 6/1 溶融物付着

2 トレンチ 2 土   器 かわらけ 07)。 (24)。 (4.4)
日縁部
～底部

形
り

成
切

口
糸

ク
転

口
回

長石・石英 。雲母・金雲母・赤
色粒子

良 橙 5YR 6/6

3 トレンチ 1 土   器 かわらけ ● 4)。 91)。 (5.0)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石・石英・妻母 。金雲母 。赤
色粒子

良
にぶい橙

7 5YR 7/4

4 1号溝 土   器 かわらけ (108)・ (325〉 。 一 日縁剤
～体都

ロクロ成形 長石・金雲母 。赤色粒子 良
浅黄橙

7 5YR 3/4

5 トレンチ 2 土  器 かわらけ ― ・ く2.1〉 。(50)
日縁部
～底部

ロクロ成形
回転糸切 り

長石 '石英・雲母・金雲母・赤
色粒子

良
におい橙

7 5YR 7/4 見込みに溶融物付着

6 1号溝 鉄 製 品 不 明 尻島・0堀4° 最忌 完形 針金が巻き付 く
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第 2章 小 括

1.武 田氏館跡周辺調査の成果

第 57次 ～64次調査 では中世 の溝・ 土坑・柱穴・ 井戸が確 認 され、かわ らけ、大 窯 2・ 3

段階 に比定 され る瀬戸美濃皿、青磁 。白磁 の破 片な どが出上 した。

中で も特筆 すべ きは、第 57次調査 で建物跡 と屋敷 を区画す ると思 われ る溝 がセ ッ トで確

認 された こ とで ある。柱 間は建物跡が約 2m80cm、 調査 区西側 の柱穴列 が l m 80cIIIで ある。

建物跡 と西側柱穴列 の間 に屈 曲 して走 る 2号溝 は屋敷 を区画す るもの と考 え られ るが、建

物の配置か ら見 て屋根 か らの雨水 を受 ける機 能 も同時 に もち合 わせ ていた と推浪Jさ れ る。

また、礫 を伴 う柱穴列 は北壁 セクシ ョンか ら窺 えるように、近代 に掘 り込 まれた もの と考

え られ るが 中世 の建物跡 とほぼ同 じ軸 を とる配置 を してい る。東西方向、南北方向 ともに

柱 間は 2mを 浪Jる 。 この他 に も重複す る柱穴が見 られ、数回 に渡 る屋敷 の建 て替 えが行 わ

れた と思 われ る。

第61次調査 で も中世 の溝 と柱穴が確 認 されたが、規則性 を もつ柱穴列 は確 認 されず、数

回 に渡 る屋敷 の建 て替 えが行 われていた もの と推浪Jさ れ る。

2.山 梨県 における15～ 16世紀代 の掘立柱建物跡

山梨県 で は事例 が少 ない ものの、城郭調査件数の増加 に よる成果 の蓄積 や研究が進 み、

建物跡 につ いて も建築形 式 の分類 や 中世 の掘立柱 建物跡 の変遷 が検 討 されて い る (室伏

2001)。

本章で も、 まず は武田氏館跡 に相 当す る時代 の掘立柱建物跡が確 認 された遺跡 を簡 単 に

まとめてお きたい。

川 田館跡  武 田氏が永正 16年 (1519)に瑯圏 ヶ崎館 に移転す るまでの約半世紀 の間、居 を

構 えた とされ、『甲斐国志』「巻 之四十  古蹟部第二」 には「信 昌二至 り跡部 ヲ退治 シテ河

田ノ館 ヲ築 キ遷 之ニヤ」 との記載が見 られ る。

掘立柱建物跡 は川 田館跡が存在 した とされ る地域 で確 認 されてお り、館 に関係 す る屋敷

跡 と推定 され る。確 認 された掘立柱建物跡 の柱 間は、東列 で l m 80cm、 l m 90cm、  l m20
clxl、 西列 で l m 75cln、 l m 85cm、 l m 20cln、 南列 で 2m30cal、 2m40cm、 北列 で 2m60cln、

2mを測 る (中 山 1990)。

勝沼氏館跡  『甲斐国志』 によると武 田信虎 の弟であ る信友 と、 その子信元 の二代 の武田

親族 として活躍 した勝沼氏の館跡 とされ る。

掘立柱建物跡 は郭外 の家 臣屋敷 に存在 してお り、 内郭部 は礎石建物で あるのが特徴 的で

ある。時期 は15～ 16世紀 に位置づ け られ、第 1～ 3期 の変遷 が設定 Sれてい る (室伏 2001)。

3.武 田氏館跡周辺 における掘立柱建物跡

武田氏館跡味晴由輪 の西側 に近接 す る土屋敷 (第 33次調査 )で は一定の規則性 を もつ柱

穴列 が見 られ、特 に I区で は東西約 5m60釦、南北約 2m9ocm間 隔の掘立柱建物跡 と屋敷

を区画す る堀跡 が確 認 されてい る。A・ H区で は l m 80cm間隔の柱穴列 が確 認 されてお り、

これ らの建物跡 は出土遺物 か ら16世紀代 に位置づ け られ る。柱穴や溝 が複雑 に入 り組 んで

い る様 子 は、数 回に渡 る建物 の建 て替 えが行 われた結果 と考 える。 また、東側 に掘 を設 け

て屋敷境 とし、西側 は 自然地形 の傾斜 が強 まる所 まで屋敷地 としてい るな ど、 自然地形 を

利用 した屋敷造営 が特徴 的である (鈴木 2002)。

第 57次調査 で は中世 の掘立柱建物跡 の軸を生 か して礫 を伴 う柱穴列 が存在 し、土屋敷 の
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柱穴列 とほぼ同一間隔 を測 る。 これ らの例 と川 田館跡の注 間 に大 きな差 はないが、土屋敷

I区の掘立柱建物跡 は東西側 の柱 間 に 5m60cmと ってい る。 これ は、勝沼氏館跡の掘立柱

建物跡 に も見 られない規模 であ る。

4。 まとめ

これ までの武田氏館跡周辺調査 において確 認 された掘立柱建物跡 は、第 33次調査 と第 57

次調査 のみで あるが、今後 の調査 で事例 が増加す る可能性 が期待 され る。 したが って、 中

世の掘立柱建物跡の研究が進 みつつ ある今、現段 階 におけ る15～ 16世紀 の掘立柱建物跡の

事例 をま とめてお くこ とも必要であろ う。
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